


病院の理念行動目標

歩みいる者にやすらぎを、
去り行く人に幸せを

私たちは地域の皆様に愛され、
親しまれ、そして信頼される病院
を目指します。

１．私たちは日々研鑽に励み、患者さんの立場にたっ
た質の高い医療の提供に努めます。

２．全職員が患者さんの窓口となり、真心と笑顔で患
者さんに接します。

３．患者さんの言葉を最後まで聴き、患者さんが理解
できるよう分かりやすい言葉で説明します。
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「健康寿命の延伸に向けた
　　　　　　　フレイル予防」

「フレイル」という用語をお聞きになったことがあるでしょうか？

フレイルとは　「Frailty」の日本語訳で「虚弱」な状態を意味し、意図しない衰弱や筋力

低下、活動力の低下、認知機能、精神活動の低下により健康障害を起こしやすい高齢者

の虚弱な状態（Friedら）と解釈されています（図1）。フレイルの最大の特徴は、正しく

介入すれば戻ることです。現在、我が国では各地域でフレイル予防に向けた様々な取り

組みが実践されています。

フレイルの様態は、主に身体機能や運動機能等に関連する「身体的（運動）フレイル」、う

つ状態や認知症等に関連する「認知的フレイル」、孤独や閉じこもりに関連する「社会的

フレイル」が存在します。各フレイルは互いに影響し合う特徴があり、身体機能の予防や

改善だけでなく、趣味活動や役割の実施・継続、そして社会参加を促進する等といった

包括的な予防策が必要とされています。

当院リハビリテーション科では、瑞浪市の「転ばん塾（運動教室）」や各務原市の「フレイ

ル予防推進事業（フレイルサポーター養成研修、フレイルチェック事業等）」に理学療法

士または作業療法士を派遣し、専門的な視点から地域住民のフレイル予防に貢献して

います。
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引用：渡邊良太ら：フレイルから改善した
地域在住高齢者の特徴JAGES紐断研究総合リハ． 46 (9). 2018

 

引用：厚生労閲省説明資料 (2016) 
東京大学高齢社会総合研究機構　飯島勝矢

全国24市町村の地域在住高齢者11,323名
フレイルからの改善に関連する要因を検討

介入可能な要因として挙げられた要因
●1日あたりの歩行時間が30分以上
●手段的自立
（公共交通機関を利用した外出、日用品の買物等）
●外出頻度がほぼ毎日
●友人と会う頻度が月1回以上
●野菜・果物摂取頻度が毎日1回以上（男性）
●肉•野菜摂取頻度が週4回以上（女性）
　　　　　　　　　　　　　　　等の15項目

運動（身体活動状況）
①1回30分以上の運動を週2回以上、1年以上実施
②日常生活において歩行または同等の身体活動を
1日1時間以上実施

③同年齢の同性と比較して歩く速度が早いと思う

食· 口腔保健行動
①ほとんど毎日、4食品群以上食べている
②かかりつけの歯科受診をしている（歯科受診）
③1日2回以上は歯磨きをしている（口腔衛生行動）

社会参加
①サークルや団体等の組織や会の活動に1つ以上
参加
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フレイルの多面性と関連性
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